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V10b アタカマ 17µm 水素分子輝線検出計画：ファブリぺロー分光器用低温精
密ステージの開発
○永山貴宏、長田哲也 (京大理)、長嶋千恵、栗田光樹夫、小林正典、川田光伸、佐藤修二 (名大
理)、片坐宏一 (宇宙航空研究開発機構)、岡本美子（茨城大理）

私達は、アタカマ高地において星間水素分子の発する純回転 S(1)輝線 (λ=17.035µm)を検出するためのファブ
リペロー分光器の開発を進めている。この分光器の開発において重要な開発要素の１つが、本講演で述べるエタ
ロン間隔調整機構である。波長分解能R=50,000を目指す本研究では、λ/200(85nm)に相当する平行度の調整精
度が要求される。また、波長方向のスキャニングをエタロンの間隔を変化させることで実現するため、エタロン
間隔を 10µmの範囲にわたり 85nmの相対精度で連続的に変化可能であることが要求される。さらに、装置内か
らの熱輻射を抑制するため、これらはすべて絶対温度 30Kで機能する必要がある。
私達はこの要求を全て満たすエタロン間隔調整用低温精密ステージを開発している。このステージは、「間隔
を変化させる積層セラミック (ピエゾ)アクチュエータ」と「間隔を測定する静電容量センサ」から構成されてい
る。ピエゾアクチュエータは、独ピエゾメカニック社の製品を採用した。冷却試験の結果、このアクチュエータ
は 30Kでも使用可能であり、室温時の 1/4(13μm)のストロークを有することを確認した。静電容量センサは、
LC発振回路を組み込んだ独自の電子基板状のセンサであり、計算上、10nmの相対的な間隔変化が検出可能であ
る。これまでに低温で動作可能なことを確認しており、現在、その測定精度の評価を行っている。本講演では、ア
クチュエータ、静電容量センサ単体、および、これらを 3個ずつ組み合わせた精密ステージの性能を報告する。


